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阿部　治 
立教大学・名誉教授
サステイナビリティ教育

及川清昭
立命館大学･名誉教授
建築計画･建築設計

田中英紀
名古屋大学・教授
設備計画・省エネルギー

坂井　猛
九州大学：教授
都市計画･地域連携

朴　 恵淑 
CAS-Net JAPAN会長
三重大学・名誉教授
SDGs・管理運営・学生参画

下記の４部門に該当する具体事例を対象とします。
原則として、応募できる事例は、各部門につき１事例とします。部門毎に１事例、計４事例
の応募が可能ですが、応募申請書はそれぞれ別々に作成してください。

・地球環境･利用者環境に配慮した建物･設備･屋外空間等の竣工事例
・建築･設備における省エネ対策、維持管理手法、キャンパスにおけるエネルギー消費・CO2
排出量の削減、再生可能エネルギーの導入等の取組事例

・環境負荷低減に資する大学運営や，計画立案の取組事例
・サステイナブルキャンパス実現に向けた推進体制、整備手法、アクションプラン、広報活動
等の具体事例

・サステイナブルキャンパスの評価手法・研究手法等の開発事例

・学生の参画によるサステイナブルキャンパス実現に向けた活動事例
・学生の参画を促す環境教育、カリキュラム開発等の具体事例

・大学のサステイナビリティ推進に貢献した民間事業者による活動事例

第１部門　キャンパスのサステイナビリティに配慮した建築･設備部門

第２部門　キャンパスのサステイナビリティに配慮した大学運営･地域連携部門

第３部門　キャンパスのサステイナビリティに配慮した学生活動部門

第４部門　キャンパスのサステイナビリティ推進に貢献した民間事業者部門

第１部門　キャンパスのサステイナビリティに配慮した　　　建築･設備部門
第２部門　キャンパスのサステイナビリティに配慮した　　 大学運営･地域連携部門
第３部門　キャンパスのサステイナビリティに配慮した　　　学生活動部門
第４部門　キャンパスのサステイナビリティ推進に貢献した　民間事業者部門

優れたサステイナブルキャンパス構築に係る取組事例を表彰制度によって顕彰し、会員の意
識を高めるとともに、サステイナブルキャンパス推進協議会（CAS-Net JAPAN）の活動を
推進し加速させ、持続可能な環境配慮型社会の構築、SDGs の目標達成に貢献することを目
的に実施します。

３.応募資格
サステイナブルキャンパスの構築に関連する活動を行っている団体で、期限（2026 年 7 月 31 日）までに応募登録を行った者。
なお、第 4 部門への応募は、賛助会員（未入会の場合は 2026 年 12 月 31 日までに賛助会員に入会できる団体）を条件とします。

４.表　　彰
2026 年 12 月 5日 ( 土 ) に名古屋大学で開催される年次大会で、応募部門毎に原則として各１事例を表彰します。
問合せ・質疑は事務局までEメールでお願いします。
一般社団法人 サステイナブルキャンパス推進協議会（CAS-Net JAPAN）表彰制度事務局　scaward@casnet-japan.org

詳細はこちら http://casnet-japan.org/free/award
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３. 応 募 資 格 サステイナブルキャンパスの構築に関連する活動を行っている団体で、期限（2026 年 7月 31 日）までに

① 応募申請書：Ａ４版用紙　縦　１枚（様式 1）　WORD形式
② 概要説明書：Ａ３版用紙　横　１枚（様式自由）PDF形式

　応募団体名、事例名称を用紙左上に必ず記載してください。
　写真、図表等を使って取組内容および、その成果や効果をわかりやすく説明してください。

一般社団法人 サステイナブルキャンパス推進協議会 表彰制度事務局
E-mail：scaward@casnet-japan.org
提出物をそろえ、上記まで E-mail でお送り下さい。
ファイルサイズは 10MB 以下になるようにして下さい。

学識者で構成された審査委員会で、応募提出物を審査し表彰対象を決定します。
現地審査を実施する場合があります。
審査委員：阿部　治（立教大学・名誉教授・環境教育／サステイナビリティ教育）

　及川清昭（立命館大学・名誉教授・建築計画／建築設計）
　田中英紀（名古屋大学・教授・建築環境計画／省エネルギー）
　坂井　猛（九州大学・教授・都市計画／地域連携）
　朴　恵淑（CAS-Net JAPAN会長・三重大学・SDGs／管理運営／学生参画）　［50音順、敬称略］

2026 年 12 月 5日 ( 土 ) に開催される年次大会において、応募部門毎に原則として各１事例を表彰します。

応募提出物のうち、②概要説明書は、当協議会ホームページで公開することがあります。
非公開としたい部分がある場合は応募時にお知らせください。

・学生の参画によるサステイナブルキャンパス実現に向けた活動事例（この部門のみ複数エン
トリー可）

WEBサイトはこちら→

第１部門　キャンパスのサステイナビリティに配慮した 建築･設備部門

第２部門　キャンパスのサステイナビリティに配慮した 大学運営･地域連携部門

第３部門　キャンパスのサステイナビリティに配慮した 学生活動部門

・大学のサステイナビリティ推進に貢献した民間事業者による活動事例
第４部門　キャンパスのサステイナビリティ推進に貢献した 民間事業者部門

優れたサステイナブルキャンパス構築に係る取組事例を表彰制度によって顕彰し、会員の意識を高めるとともに、サステイナ
ブルキャンパス推進協議会（CAS-Net JAPAN）の活動を推進し加速させ、持続可能な環境配慮型社会の構築、SDGs の目標
達成に貢献することを目的に実施します。

CAS-Net JAPANが取り扱うテーマに対応する下記の４部門に該当する具体事例を対象とします。
原則として、応募できる事例は、各部門につき１事例とします。部門毎に１事例、計４事例の応募が可能ですが、応募申請書
はそれぞれ別々に作成してください。（学生活動部門は団体が異なる場合は同一大学から複数事例の応募可）
一大学だけではなく、複数の大学を対象とした取組の応募も可能です。
各部門の受賞取組のプレゼンテーションの中から、特に印象に残る優れた取組についてサステイナブルキャンパス特別賞を授
与いたします。また、初めて参加された大学の中から、ニューカマー賞も選定いたします。是非、多くの方々からの応募をお
待ちしています。

・地球環境･利用者環境に配慮した建物･設備･屋外空間等の竣工事例
・建築･設備における省エネ対策、維持管理手法
・キャンパスにおけるエネルギー消費・CO2排出量の削減、再生可能エネルギーの導入等の取組事例

・環境負荷低減に資する大学運営や，計画立案の取組事例
・サステイナブルキャンパス実現に向けた推進体制、整備手法、アクションプラン、広報活動等の具体事例
・サステイナブルキャンパスの評価手法・研究手法等の開発事例

第 12回　サステイナブルキャンパス賞
応　募　要　項

サステイナブルキャンパス推進協議会は持続可能な開発目標（SDGs）を支援しています

応募登録を行った者。なお、第 4 部門への応募は、賛助会員（未入会の場合は 2026 年 12 月 31 日までに
賛助会員に入会できる団体）を条件とします。
応募要項発表：2026 年 5月 11 日 ( 月 )
応募登録締切：2026 年 7月 31日 ( 金 )
応募書類提出締切：2026 年 8月 31日 ( 月 )　　　　　　　応募登録フォームはこちら→
審 査 委 員 会 ：2026 年 9 月下旬
審査結果通知：2026 年 10 月下旬
表 　 彰 　 式 ：2026 年 12 月 5 日 ( 土）　於：名古屋大学
応募登録フォーム（ https://forms.cloud.microsoft/r/Kq2jvA85Lp ）から、必要事項を入力して下さい。




